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特集
東
日
本
大
震
災 

被
災
地
復
興
支
援

〜
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
支
援
を
〜

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
入
っ
た
い
わ

き
市
の
沿
岸
部
の
世
帯
の
方
は
「
津
波
に

よ
っ
て
自
宅
に
押
し
寄
せ
た
砂
を
自
分
た

ち
だ
け
で
か
き
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
若

い
人
た
ち
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
力
を
借

り
て
大
変
助
か
り
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
被
災
地
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

存
在
が
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
い
わ
き
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
社
協
の
職
員

５
名
〜
７
名
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
応
援
社
協

職
員
８
名
〜
10
名
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
多
い
と
き

に
は
、
一
日
で
６
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

が
、
地
元
社
協
に
加
え
、
福
島
県
社
協
、

県
内
市
町
村
社
協
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
等
か
ら
の
応
援
派
遣
メ
ン
バ
ー
が

協
働
し
て
対
応
に
当
た
り
、
大
き
な
混
乱

も
な
く
、
復
旧
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
島
県
社
協
が
５
月
３
日
（
火
）

か
ら
８
日
（
日
）
ま
で
運
行
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
は
、
参
加
者
募
集
開
始
後
す

ぐ
に
県
内
外
か
ら
応
募
が
あ
り
、
全
日
程

で
定
員
に
達
し
ま
し
た
。
側
溝
に
詰
ま
っ

た
泥
・
砂
の
か
き
出
し
や
が
れ
き
の
撤
去

な
ど
の
活
動
を
行
い
、
多
く
の
被
災
者
が

喜
ば
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
現
状

い
わ
き
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

被
災
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
円
滑

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
、
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
い
わ
き

市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
去
る
４
月
29

日
（
金
）
か
ら
５
月
８
日
（
日
）
の
大
型

連
休
中
に
は
、
平
常
時
の
倍
近
く
（
10

日
間
の
延
べ
活
動
者
数　

６
，０
８
８
名
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

被
災
地
の
現
状
か
ら
見
る　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

未
曾
有
の
大
震
災
と
な
っ
た
東
日

本
震
災
か
ら
２
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
頻
繁
に
発
生
す
る
余
震
や
、
収

束
の
兆
し
が
見
え
な
い
福
島
県
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
な
ど
、

今
な
お
被
災
地
の
方
々
は
不
安
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
被
災
地
で
は
、
全

国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
社
協
職
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
職
域
を
超
え
た
支
援

団
体
な
ど
に
よ
る
、
一
日
も
早
い
被

災
地
復
興
に
向
け
た
活
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
誌
特
集
で
は
福
島
県
に
お
け
る

被
災
の
現
状
と
本
会
が
取
り
組
む
支

援
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後
求
め

ら
れ
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
す
。

福島県は、海側を浜通り、福島市周辺の内陸を中
通り地区、西側を会津地方と呼んでいます。

福島県地図
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り
自
治
体
全
体
が
避
難
し
て
い
る
地
域
の

住
民
が
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
等
に
移

行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、「
昔
な
が
ら

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
保
」、「
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る

支
援
」、「
新
た
に
避
難
所
で
生
ま
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
仮
設
住
宅
で
ど
う
活
か
す

か
」
な
ど
、
被
災
者
の
安
心
し
た
生
活
確

保
の
た
め
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
仮

設
住
宅
の
生
活
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
及
び
そ
の
人
材
確
保
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

に
あ
っ
て
、
社
協
は
、
新
た
な
課
題
解
決

の
中
核
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
支
援
に
あ
た

る
福
島
県
社
協
に
お
い
て
、５
月
23
日
に
、

「
仮
設
住
宅
に
お
け
る
社
協
活
動
に
関
す

る
県
内
社
協
の
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
仮
設
住
宅
に
お
け
る

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）」
が
示
さ
れ
、
今
後
の
社
協
と
し
て

の
役
割
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
19
年
に
新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
経

験
し
た
柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
講

師
に
迎
え
、「
仮
設
住
宅
入
居
者
の
実
際

と
課
題
〜
中
越
沖
地
震
の
経
験
か
ら
〜
」

と
題
し
て
、
経
験
を
基
に
、
被
災
地
で
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
生
活
支
援

相
談
員
の
業
務
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
被

災
者
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
被
災
者
が
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
向
け
て
引
き
続
き
、

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
甚
大
な
被
災
状
況
か
ら
被
災

地
復
興
に
は
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
長

期
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
い
わ
き
市
社
協

で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
活
動
で
き
、
被

災
地
域
に
詳
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
セ
ン

タ
ー
運
営
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
５
名
の
職
員
を
雇
用
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
を
よ
り
一
層
円
滑

に
地
元
の
力
で
行
え
る
よ
う
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
復
興
の
中
、
被
災
者
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
社

協
が
担
う
べ
き
役
割
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
と
同
時
に
、
今

後
ま
す
ま
す
多
様
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
「
社
協
」
の
役
割
と
は

　

被
災
地
で
は
、
避
難
所
で
生
活
し
て
い

る
被
災
者
支
援
に
加
え
、
今
後
は
仮
設

住
宅
で
生
活
す
る
被
災
者
へ
の
支
援
も
重

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
福
島
県
は
、
原
発
事
故
に
よ

いわき市災害ボランティアセンター
センター運営、スタッフの役割など、入念なミーティングを連日行ってい
ます。
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災
害
時
に
お
け
る
社
協
の
役
割
を
学
ぶ
研
修
会
開
催

〜
被
災
地
で
の
経
験
を
活
か
し
て
〜

災
害
に
備
え
て　

　
　

福
岡
県
社
協
の
取
り
組
み

　

本
会
で
は
、
今
回
の
震
災
に
伴
う
職

員
派
遣
の
経
験
か
ら
、
福
岡
県
で
毎
年

の
よ
う
に
発
生
し
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
豪
雨
災
害
や
、
い
つ
起
き
る
と
も

知
れ
な
い
大
震
災
に
備
え
、
市
町
村
社

協
に
よ
る
迅
速
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
設

置
経
験
の
無
い
社
協
に
お
け
る
事
前
研

修
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
去
る
４
月
27
日
に
被
災
地

で
実
際
に
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
社
協

の
役
割
や
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
基
本
的
理
解
と
設
置
運
営
方
法

な
ど
を
学
び
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
中
核

と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

実
践
力
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
災
害
時
に
お
け
る
社
協
の
役
割
を
学

ぶ
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
県
内
45
市
町
村
社
協
と
福
岡

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
72
名
の
参
加
が
あ
り
、
研
修
会
で

は
、
福
島
県
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
や
運
営

を
想
定
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
行

う
と
と
も
に
、
昼
食
で
は
非
常
食
を
試

食
し
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
今
後
も
県
内
で
の
災
害

発
生
に
備
え
て
、
継
続
的
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
の
実
践

的
な
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

被災地復興応援募金　ご協力ありがとうございます

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
部　

地
域
課

　

℡
（
０
９
２
）-

５
８
４-

３
３
７
７

グループワークの様子

　福岡県、福岡県共同募金会・各支会、福岡県社会福祉協議会、各市区町村社会福祉協議会では、被災地域
の一日も早い復興を願い、協働して募金活動に取り組んでいます。
　去る４月８日には、社会福祉法人　学正会（理事長　金納　学）様が県共同募金会事務局に来局され、浄
財を寄付されました。
　その他にも募金開始から、株式会社や社団法人、学校法人などさまざまな企業・団体から温かい善意の応
援募金が届けられ、福岡県民が一丸となって被災地復興を応援する熱い気持ちを感じています。
　今後も積極的な募金活動に取り組んでいただきますようお願いします。

福岡県、福岡県共募・各支会、福岡県社協、各市区町村社協による被災地復興応援募金
３月１４日（月）～５月１９日（木）累計額
７４４，８１９，４８２円

（内訳　県共募：４８９，７７０，６６１円、福岡県：２５５，０４８，８２１円）

非常食の試食
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東日本大震災による被災世帯の皆様へ
生活福祉資金貸付（福祉資金〔緊急小口資金〕）・東日本大震災被災者緊急就職相談窓口のご案内

生活福祉資金貸付（福祉資金〔緊急小口資金〕）のご案内
○　貸付対象者
　　 災害救助法の適用となった地域（青森県、岩手県、宮城県、福島県、新潟県、栃木県、茨城県、
東京都、千葉県、長野県）から福岡県内に避難されてきた被災者で１ヶ月以上居住する方

○　貸付金額
　　 原則 10 万円以内
　　 世帯員の中に死亡された方や要介護者がいるとき、世帯員が４人以上いるとき、重傷者・妊産
婦・学齢児童がいる世帯等で特に県社協会長が認めるときは 20 万円以内

○　貸付方法
　　据置期間　貸付の日から１年以内　　償還期限　据置期間経過後２年以内
○　持参いただくもの
　　印鑑（ない場合は拇印でも可）
　　健康保険証、運転免許証、公営住宅等の入居申込書（写）、罹災証明書、
　　キャッシュカードやクレジットカード等
　　親戚・知人宅に避難されている場合は、親戚・知人の健康保険証、運転免許証等。

　■　問合せ先
　　　福岡県社会福祉協議会　生活福祉資金課　　℡０９２－５８４－３３７７
　■　問合せ先・申込先
　　　避難先の最寄りの市区町村社会福祉協議会

東日本大震災被災者緊急就職相談窓口のご案内
　去る、４月７日に福岡県は福祉労働部労働政策課内に「被災者緊急就職相談窓口」を設置したこ
とを受け、本会も被災者の方を対象とした就職相談窓口を開設しています。
　福岡県社協では被災された方が一日も早く安定した生活が得られるよう、支援してまいります。
　
○　相談内容
　 　雇用保険制度の紹介、ハローワークへの誘導、年代別就職支援センター、障害者向けの就職支
援窓口紹介、緊急雇用創出基金事業の紹介等 

○　対 象 者
　　東日本大震災の被災者

○　受付時間
　　８時３０分～１７時４５分 （土曜日・日曜日・祝日も受付けます）

　■　問合せ先
　　　福岡県社会福祉協議会　人材情報課（福祉人材・センター）
　　　℡０９２－５８４－３３１０
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平
成
23
年
度　

福
岡
県
社
協
事
業
計
画

重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

１　

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
支
援
に

　
　

関
す
る
取
り
組
み

（
１
）
社
会
福
祉
法
人
・
施
設

　
　
　

の
経
営
支
援

　

 　

介
護
保
険
制
度
や
障
が
い
者
総
合
福

祉
法
（
仮
称
）、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
法
人
・
施
設
の
経
営
に

関
す
る
情
報
収
集
・
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
研
修
会
を
実
施
し
、
各
社
会
福

祉
施
設
を
支
援
す
る
。

（
２
）
社
会
福
祉
法
人
・
施
設

　
　
　

の
防
災
支
援

　

 　

各
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議
会
と
連

携
し
て
、
防
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。

２ 　

福
祉
人
材
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

質
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

（
１
）
福
祉
人
材
確
保
の
た
め
の

　
　
　

事
業
の
充
実

　

 　

慢
性
的
な
人
材
不
足
を
解
消
し
、
質

の
高
い
福
祉
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
、

福
利
厚
生
事
業
、
広
報
啓
発
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。

（
２
）
社
会
福
祉
従
事
者
に
対
す
る

　
　
　

研
修
の
充
実

　

 　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、
県
委
託
研
修
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た
各

種
人
材
養
成
研
修
及
び
社
会
福
祉
施
設

の
経
営
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

３　

緊
急
雇
用
対
策
関
連
事
業

　
　

へ
の
取
り
組
み

（
１
） 

福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
業
促

進
及
び
資
格
取
得
の
促
進

　

 　

無
資
格
の
離
職
者
に
働
き
な
が
ら

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格
取
得
の
機

会
を
提
供
し
、常
用
雇
用
を
め
ざ
す
「
福

祉
・
介
護
人
材
育
成
就
業
促
進
事
業
」

や
、
福
祉
専
門
職
を
志
す
学
生
に
資
格

取
得
の
た
め
の
修
学
資
金
を
貸
与
す
る

「
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
」、

社会福祉施設防災訓練の実施

本
年
度
の
方
針

　

近
年
、
高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題
や
孤
立
死

の
増
加
、
後
を
絶
た
な
い
児
童
虐
待
な
ど
、
家

族
間
や
住
民
同
士
の
関
係
の
希
薄
化
を
一
因
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
発
生
し
、「
無

縁
社
会
」
と
言
わ
れ
る
社
会
状
況
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
中
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
見
守
り
体
制

や
住
民
相
互
の
「
絆
」「
つ
な
が
り
」
を
再
構

築
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
引
く
経
済
不
況
に
よ
り
、
失
業
さ

れ
た
方
々
の
生
活
の
安
定
と
雇
用
の
確
保
は
依

然
と
し
て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
雇
用
・
失
業
対
策
と
同
時
に
、
福
祉
・

介
護
分
野
の
慢
性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
は
急

務
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
会
で
は
、
福
岡
県
の
緊
急

雇
用
対
策
で
あ
る
「
福
祉
・
介
護
人
材
育
成
就

業
促
進
事
業
」
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
委
託
を

受
け
、
社
会
福
祉
施
設
関
係
者
と
連
携
し
、
積

極
的
な
事
業
実
施
に
努
め
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
社
会
福
祉
施
設
の
社
会

的
役
割
・
責
任
が
重
視
さ
れ
る
中
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材
確
保
の
た
め
に
、

本
年
度
も
引
き
続
き
緊
急
雇
用
対
策
を
重
点

事
業
に
位
置
付
け
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就

業
促
進
及
び
資
格
取
得
の
促
進
を
図
る
と
同
時

に
、
社
会
福
祉
施
設
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
資
質

向
上
の
た
め
、
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た
各

種
人
材
養
成
研
修
及
び
社
会
福
祉
施
設
の
経
営

支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
離
職
者
・
生
活
困
難
者
の
生
活

を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活

福
祉
資
金
貸
付
も
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の
効
果
的
な

支
援
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
も
市
区
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
、
適
正
な
運
用
に
努

め
る
。

　

ま
た
、
地
域
で
取
り
組
む
高
齢
者
の
生
き
が

い
・
元
気
づ
く
り
事
業
に
加
え
、
市
区
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
や
関
係
機
関
、
地
域
住
民
の
協

働
に
よ
る
、
無
縁
社
会
か
ら
脱
却
し
た
共
助
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。

　

近
年
の
度
重
な
る
自
然
災
害
に
備
え
、
県

内
の
社
会
福
祉
施
設
利
用
者
の
生
命
を
守
る
た

め
、
各
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議
会
と
連
携
し
、

地
域
で
起
こ
り
う
る
災
害
を
想
定
し
た
実
践
的

な
訓
練
を
行
い
、
今
後
も
地
域
と
社
会
福
祉
施

設
等
機
関
・
団
体
と
が
連
携
し
た
防
災
力
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実
績
を
踏

ま
え
、
県
民
生
活
の
安
定
確
保
の
た
め
、
市
区

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施
設
等
関

係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

資
質
向
上
を
図
り
な
が
ら
柔
軟
か
つ
先
駆
的
な

取
り
組
み
を
進
め
、
県
政
と
一
体
と
な
っ
た
事

業
推
進
に
努
め
る
。
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キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
介
護
職
の
説

明
等
を
行
い
福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
労

に
結
び
つ
け
る
「
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
等
確
実
な
実
施
に

努
め
る
。

４　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の

　
　

適
正
な
運
営

（
１
）
資
金
貸
付
の
適
正
化

　

 　

貸
付
申
請
内
容
の
調
査
を
徹
底
し
、

厳
し
い
雇
用
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た

め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
施
策
と
し

て
改
正
さ
れ
た
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制

度
の
適
正
な
運
営
に
努
め
る
。

（
２
）
債
権
管
理
の
強
化

　

 　

滞
納
世
帯
に
対
す
る
電
話
督
促
、
市

区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
呼
び
出

し
及
び
自
宅
訪
問
等
に
よ
る
償
還
指
導

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
法
的
手
続
（
支
払
督
促
）

を
行
い
、
債
権
管
理
を
強
化
す
る
。

（
３
）
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の

　
　
　

迅
速
な
貸
付

　

 　

住
居
喪
失
者
に
対
し
、
各
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
迅
速
な
資
金
貸
付
を

行
う
。

５　

 

共
助
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
地

域
福
祉
の
推
進

（
１
）
地
域
福
祉
活
動
の
充
実

　

 　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守
り
訪

問
活
動
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
、
安
否
確

認
も
含
め
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
当
事
者

団
体
の
組
織
化
な
ど
を
支
援
す
る
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
は
、
事
業

の
拡
大
・
複
雑
化
に
よ
り
地
域
住
民
と

接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

 　

そ
の
た
め
、
本
会
で
は
、
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
・
協
力
し
、
地

域
の
生
活
課
題
の
解
決
な
ど
、
地
域
福

祉
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

（
２
）
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進

　

 　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
的
に
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
地
域
に
密
着
し
た
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
活
か
し
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
取

り
組
む
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
や
支
援
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。

　

 　

ま
た
、
病
児
・
病
後
児
預
か
り
等
事

業
の
普
及
・
啓
発
等
に
努
め
る
。

（
４
）
地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
取
り

　
　
　

組
み
の
強
化

　

 　

災
害
時
に
市
町
村
社
協
や
関
係
機
関
・

団
体
、
地
域
住
民
が
連
携
し
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
要
援
護

者
の
命
と
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
の
防
災
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

６　

 

高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
・
仲
間
づ

く
り
な
ど
を
促
進
す
る
取
り
組
み

（
１
）
地
域
で
取
り
組
む
高
齢
者
の

　
　
　

生
き
が
い
・
元
気
づ
く
り
事
業

　

 　

今
、
地
域
は
未
曾
有
の
超
高
齢
社
会

を
迎
え
、
虐
待
や
孤
独
死
、
日
々
の
生

活
上
の
困
り
ご
と
を
誰
に
も
相
談
で
き

な
い
な
ど
、
家
族
・
地
域
と
の
縁
を
失

い
孤
立
化
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。

　

 　

一
方
、
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

で
は
、
長
寿
を
心
か
ら
祝
い
喜
び
合
う

姿
、
人
と
人
と
が
交
流
す
る
人
間
ら
し

い
姿
が
見
ら
れ
る
。

　

 　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
サ
ロ
ン
な
ど

の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
高
齢
者
が

つ
な
が
り
支
え
合
う
拠
点
と
位
置
付
け
、

ピ
ン
シ
ャ
ン
体
操
な
ど
に
よ
る
元
気
づ

く
り
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
抱
え
る

生
活
課
題
を
集
約
し
、
関
係
機
関
、
地

高齢者ふれあい・いきいきサロン活動の推進

（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

　
 　

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
、
情

報
提
供
や
活
動
支
援
を
行
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成
等
に
努
め
る
。

子育てサロン活動の推進
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域
住
民
と
協
働
し
た
課
題
解
決
へ
の
取

り
組
み
を
全
県
域
に
普
及
し
て
い
く
。

（
２
）
第
11
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
の
開
催

　

 　

第
11
回
を
迎
え
た
本
大
会
を
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
、
市
町
村
、
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
一
層

の
協
働
を
図
り
、
飯
塚
市
を
主
会
場
と

し
て
、
筑
豊
地
方
で
開
催
す
る
。

（
３
） 

全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま
も
と

大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本

２
０
１
１
）
へ
の
選
手
派
遣

　

 　
「
第
24
回
全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま

も
と
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本

２
０
１
１
）」
に
多
数
の
選
手
を
派
遣
す

る
。

７　

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
利
益

の
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み

（
１
）
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

　
　
　

充
実

　

 　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
の
保

護
を
目
的
と
す
る
本
事
業
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

積
極
的
な
事
業
実
施
に
努
め
る
。

（
２
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

　
　
　

の
充
実

　

 　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
会
に
設

置
さ
れ
て
い
る
運
営
適
正
化
委
員
会
の

適
正
な
運
営
に
努
め
る
。

（
３
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
事
業

　
　
　

の
実
施

　

 　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
択
で
き
る
よ

う
、
情
報
公
表
計
画
に
基
づ
き
、
情
報

の
正
確
な
公
表
を
行
い
、
円
滑
な
業
務

の
推
進
に
努
め
る
。

（
４
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

　
　
　

事
業
の
推
進

　

 　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
有
効
な
情

報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
事
業

者
の
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
本
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。

（
５
） 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評

価
事
業
の
実
施

　

 　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
及
び

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
実
施
機
関
と

し
て
、
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
目
的
と
す
る
評
価
事
業
の
円
滑
な

実
施
に
努
め
る
。

８　

 

社
会
福
祉
協
議
会
等
関
係
団
体
の

支
援
に
関
す
る
取
り
組
み

（
１
）
適
正
な
法
人
会
計
事
務
の
支
援

　
 　

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
会
計

の
原
則
に
沿
っ
た
適
正
な
会
計
事
務
を

行
え
る
よ
う
、
研
修
会
等
の
実
施
を
通

し
て
支
援
に
努
め
る
。

　

 　

特
に
、
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る

社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
つ
い
て
は
、

適
宜
情
報
収
集
、
提
供
を
行
う
。

（
２
）
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の

　
　
　

支
援

　

 　

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
福
祉
活
動
推
進

の
担
い
手
と
し
て
の
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
を
支
援
す
る
。

９　

広
報
活
動
の
充
実

（
１
）
広
報
活
動
の
充
実

　

 　

本
会
情
報
誌
「
ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
」

に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
・
地
域
課
題

の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
単
な
る
情
報
提

供
に
と
ど
ま
ら
な
い
積
極
的
な
課
題
提

起
を
含
め
た
誌
面
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

 　

ま
た
、地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
「
社

協
通
信
」、
子
育
て
支
援
情
報
誌
「
ふ
く

す
く
」、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
元
気
づ

く
り
推
進
の
た
め
の
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
か
わ
ら
版
」、
障
害
者
福
祉
推
進
の
た

め
の
「
障
害
者
福
祉
情
報
」、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
く
ふ
く
ネ
ッ
ト
」
の
内

容
充
実
に
努
め
る
。

　　　　ねんりんファッションショー
（第10回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭）　　　　
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福岡県社会福祉協議会　社会福祉施設委員会　正副委員長が交代しました。
　去る、４月 12 日に開催された社会福祉施設委員会で、次のとおり正副委員長が交代
しました。
・委 員 長　原　　嘉伸　（老人福祉施設協議会会長）
・副委員長　日野　博愛　（身体障害者施設協議会会長）
・副委員長　森田　公一　（社会福祉施設経営者協議会会長）

全国身体障害者施設協議会会長に日野 博愛 会長
全国社会福祉施設経営者協議会副会長に森田 公一 会長が就任
　全国施設協議会の平成 23・24 年度の役員改選が行われ、次のとおり福岡県の会長が全国の正副会長に
選任されました。
・全国身体障害者施設協議会会長　　　　日野　博愛（福岡県身体障害者施設協議会会長）
・全国社会福祉施設経営者協議会副会長　森田　公一（福岡県社会福祉施設経営者協議会会長）
・全国乳児福祉協議会副会長　　　　　　平田ルリ子（福岡県乳児院協議会会長）
・全国母子生活支援施設協議会副会長　　渡辺　英秋（福岡県母子生活支援施設協議会会長）
・全国社会就労センター協議会副会長　　上田　正勝（福岡県社会就労センター協議会会長）
・全国保育協議会副会長　　　　　　　　万田　　康（福岡県保育協議会会長）

経営体制強化のため副会長を増員
　福岡県社会福祉協議会では、去る、平成 23 年５月 23 日に開催された第 246 回理事会・第 146 回評議員
会で、従来の社会保障・社会福祉制度だけでは対応することが困難となっている県民生活の諸課題に対応
し、経営体制の強化を図ることを目的として、副会長を増員することが決定し、隈本 英臣 前常務理事が
選任されました。また、社会福祉施設・団体代表の副会長として原 嘉伸 福岡県老人福祉施設協議会会長
が選任されました。
　併せて、６月１日からの常務理事として、富安 節子 前福岡県新社会推進部長が平山 良明 会長から指
名されました。
　なお、６月１日以降の役員体制は次のとおりです。

役職名 氏　名 所　属・役　職
会　　長 平山　良明 西部ガス株式会社相談役
副 会 長 名和田　新 福岡県立大学学長
〃 原　　嘉伸 福岡県老人福祉施設協議会会長
〃 本田　正寛 福岡市社会福祉協議会会長
〃 江頭　貞元 飯塚市社会福祉協議会会長
〃 隈本　英臣 前福岡県社会福祉協議会常務理事

理　　事 日野　博愛 福岡県身体障害者施設協議会会長
〃 万田　　康 福岡県保育協議会会長
〃 森田　公一 福岡県社会福祉施設経営者協議会会長
〃 執行　利孝 福岡県民生委員児童委員協議会会長
〃 金堂　正芳 福岡県身体障害者福祉協会理事長
〃 山﨑　吉春 福岡県老人クラブ連合会会長
〃 山﨑　安則 福岡県ボランティアセンター運営委員会委員長
〃 芳賀　晟壽 北九州市社会福祉協議会会長
〃 末崎　　亨 糸島市社会福祉協議会会長
〃 花田　兎一 篠栗町社会福祉協議会会長
〃 橋本　政孝 久留米市社会福祉協議会会長
〃 境　　洋一 大木町社会福祉協議会会長
〃 高　　敏昭 遠賀町社会福祉協議会会長
〃 服部誠太郎 福岡県福祉労働部長

常務理事 富安　節子 前福岡県新社会推進部長
監　　事 吉岡　正憲 福岡県済生会常務理事　
〃 河内　信行 西日本新聞民生事業団事務局長
〃 南里　勝利 福岡商工会議所常務理事
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種ごとの専門研修、資格取得のための研修など様々な研修会を実施しています。

様々な研修を実施しています

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

12
在宅福祉担当職員
研修

9月中旬
県内社会福祉法人が経営する老人福祉
施設、市町村社会福祉協議会の通所介
護事業所

13 事務職員研修 8月上旬
「社会福祉法人会計基準」の具
体的事務処理など職務遂行に必
要な専門的知識を学ぶ。

県内社会福祉法人が経営する施設・事
業所等において会計管理等の事務処理
に従事する職員

14
ホームヘルパー現任
者研修

9月中旬
職務遂行に必要な専門的知識等
を学ぶ。

県内社会福祉法人が経営する訪問介護
事業所のホームヘルパー

15
訪問介護適正実施
研修

Ａ日程
　６月 ９日・15日
Ｂ日程
　６月 10日・16日
Ｃ日程
　６月 17日・24日
Ｄ日程
　６月 22日・28日
Ｅ日程
　６月 23日・29日

サービス提供責任者として、職
務遂行に必要な専門的知識及び
技術を学ぶ。

指定訪問介護事業所におけるサービス
提供責任者

（３）技術・専門別研修
　　社会福祉の職場で必要な技術やテーマを、事例やデータ等から学びます。

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

16
処遇記録研修
＜高齢者分野＞

Ａ日程
　6月 14日
Ｂ日程
　6月 17日

施設職員が施設利用者の処遇を
記録する際の専門的知識・技術
（記録の目的、ポイント、視点の
捉え方、文章の書き方、介護記
録の書き方等）を学ぶ。

県内介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・グループホームの職員

17
処遇記録研修
＜障害者分野＞

11月中旬 県内障がい者福祉施設・事業所の職員

18
施設職員を対象とし
たケアプラン研修
（特養・老健・有料）

８月下旬

施設職員等がケアマネジメント
の重要性を改めて認識し、支援
のあり方を振り返り、ケアの向上
を目指すことを学ぶ。

県内介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・グループホーム・介護付き有料
老人ホームの職員

19
施設職員を対象とし
たケアプラン研修
（グループホーム）

Ａ日程
　6月 28日
Ｂ日程
　７月  6 日
Ｃ日程
　７月 12日

施設職員等がケアマネジメント
の重要性を改めて認識し、支援
のあり方を振り返り、ケアの向上
を目指すことを学ぶ。

県内介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・グループホーム・介護付き有料
老人ホームの職員

20 労務管理研修 9月下旬
職員の定着に向けた取り組みや
課題等を学ぶ。

県内社会福祉施設・事業所の理事長・
施設長・事務長・管理職等

21 感染症予防研修
夏期：6月 21日

冬期：11月上旬

夏期における細菌性・ウィルス性
食中毒、冬期におけるノロウィル
ス、インフルエンザ等の感染症の
予防対策等を学ぶ。

県内社会福祉施設・事業所の役職員
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あなたの「学びたい」を応援！

福祉サービスの向上を目指して
福岡県社会福祉協議会では、社会福祉施設等に従事している方々を対象とした幅広い階層別研修や社会福祉施設の種別、職

１　社会福祉施設役職員研修
（１）階層別研修
　　新任職員の方から管理職の方まで、役職に応じた研修です。

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

1 新任職員研修

Ａ日程
　5月 10日・17日
Ｂ日程
　5月 11日・18日
Ｃ日程
　5月 12日・19日
Ｄ日程
　5月 13日・25日

社会人として仕事を円滑に進め
ていくために求められる基本的
知識と技術を学ぶ。

県内社会福祉法人（社協含む）の職員
（経験年数の目安：２年未満）

2 基礎研修

Ａ日程
　７月 ８日・14日
Ｂ日程
　７月 15日・29日

中堅職員に必要な知識や技術、
利用者と援助者との関係形成に
必要なコミュニケーションの基
本的考え方や実践のための技術
について学ぶ。

県内社会福祉法人（社協含む）の職員
（経験年数の目安：２年以上５年未満
の勤務経験を有する職員）

3 課題研修

Ａ日程
　5月 26日・6月 2日
　6月  9 日
Ｂ日程
　5月 27日・6月 3日
　6月 10日
Ｃ日程
　6月  1 日・ 8 日
　6月 15日

職員を指導するにあたり必要な
知識（部下指導の必要性、職場
の現状分析、ＯＪＴの定義・展
開の手順、ＯＪＴ計画表の作成
方法）などを学ぶ。

県内社会福祉法人（社協含む）の職員
（経験年数の目安：５年以上１０年未
満の勤務経験を有する職員で、指導す
る立場にある職員）

4 管理系研修 8月下旬
社会福祉事業及び社会福祉法人
経営に必要な専門的知識等を学
ぶ。

県内社会福祉法人（社協含む）の理事
長及び法人運営に携わる役職員等

（２）専門研修
　　社会福祉の職場で必要な技術やテーマを、種別や職種ごとに基礎から学びます。
　　各研修原則２日間実施予定です。

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

5
児童福祉施設・
児童館職員等研修

11月中旬
各専門職の職務遂行に必要な専
門的知識等を学ぶ。

児童館・児童センター及び児童養護施
設・母子生活支援施設・乳児院・児童
相談所の職員

6 家庭相談員研修 6月 23日
家庭児童相談員の職務遂行に必
要な専門的知識を学ぶ。

家庭児童相談員、児童相談所職員及び
児童福祉施設職員

7 障害者施設職員研修 12月中旬
障がい者施設職員の職務遂行に
必要な専門的知識を学ぶ。

県内社会福祉法人が経営する障がい者
福祉施設職員

8 生活相談員コース 8月下旬

各専門職の職務遂行に必要な専
門的知識等を学ぶ。

県内社会福祉法人が経営する老人福祉
施設の生活相談員

9 看護職員コース 12月上旬
県内社会福祉法人が経営する老人福祉
施設の看護職員

10 介護職員コース 11月上旬
県内社会福祉法人が経営する老人福祉
施設の介護職員

11
給食担当職員
コース

10月下旬
各専門職の職務遂行に必要な専
門的知識等を学ぶ。

県内社会福祉法人が経営する老人福祉
施設の栄養士・調理員
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あなたを応援します
研修名 開催時期 目的と内容 対象者

12 認知症介護実践リー
ダー研修（10日間） 9月中旬～ 11月下旬

実践者研修で得た知識・技術を
深め、施設におけるケアチーム
を効果的に機能させる指導者を
養成する。

認知症介護実践者研修を修了した者
で、介護保険施設において概ね 5年以
上の経験を有し、認知症介護実践者研
修を修了し、1年以上経過している者

　※本研修の申込みは、各市町村介護保険担当課になります。

３　その他
（１）民生委員児童委員研修
　　地域でご活躍いただいている民生委員児童委員の方のための研修です。

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

1 民生委員児童委員研
修 11月中旬～ 12月下旬 民生委員児童委員に必要な知識

や技術を学ぶ。
県北地域の民生委員児童委員及び主任
児童委員

　※研修の申込みは、各市町村民生委員児童委員協議会事務局になります。

（２）資格取得試験のための準備対策講座
　　介護支援専門員の資格取得試験のための準備対策講座です。

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

2

介護支援専門員実務
研修受講試験準備講
習会（６日間　模擬
試験含む）

7月上旬～ 9月上旬
「介護支援専門員実務研修受講
試験」の受験にあたって必要な
専門的知識を学ぶ。

介護支援専門員実務研修受講試験の受
験資格者

（３）福祉・介護人材育成就業促進事業
　 　介護関係の無資格者の失業者を、派遣会社を通じて、県内の社会福祉施設に「介護補助員」として派
遣するとともに、「ホームヘルパー養成研修２級課程修了」の資格を取得してもらうことで、介護職員と
しての就労に結びつけていこうとするものです。

　★福祉・介護分野で働きたい人に３つのメリット
　　　① はじめは、介護補助の仕事（６ヶ月間）からです。
　　　② 受講料無料で、介護の資格を取得できます。
　　　③ 派遣期間終了後、派遣先施設と合意した場合、施設職員として採用されます。
　★職員を雇いたい社会福祉施設に３つのメリット
　　　① 派遣料金なしで、６ヶ月間、労働者を派遣します。
　　　② 派遣期間中に、介護の資格を取得してもらいます。
　　　③ 派遣開始前に、派遣予定者の面接・書類審査もできます。

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

3

ホームヘルパー養成
研修　２級課程（講
義・ 演 習 17 日 間、
実習 4日間）

9回
　5月 11日
　　～ 6 月 16 日
10 回
　8月上旬～ 10月上旬
11回
　11月上旬
　　～ 12月中旬

介護関係の無資格者の失業者
を、派遣会社を通じて、県内の
社会福祉施設に「介護補助員」
として派遣するとともに、「ホー
ムヘルパー養成研修２級課程修
了」の資格を取得してもらうこ
とで、介護職員としての就労に
結びつける。

介護関係の無資格者である失業者で、
人材派遣会社を通じて６ヶ月間施設で
介護補助業務に従事する者

　※対象者は、介護資格のない失業中の方です。本事業のお問合わせは事務局までお尋ねください。

★研修のお申込み方法★
　　上記研修については、研修開催日の１ヵ月位前に関係先へ郵送でご案内しますので、指定様式でお申込みください。
　 　なお、研修名・内容・日程等は全て予定となっております。今後変更の可能性もありますので、随時事務局までご確
認ください。

問合せ先 福岡県社会福祉協議会　研修部研修課　　
TEL　０９２－５８４－３４０１　FAX　０９２－５８４－３４０２
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資格取得をめざす
２　資格取得研修
（１）身体拘束廃止推進研修

研修名 開催時期 目的と内容 対象者

1 身体拘束廃止推進員
養成研修（３日間） 7月上旬～ 10月上旬

身体拘束廃止に関する必要な専
門的知識と技術を学ぶ

介護保険施設及び介護付有料老人ホー
ムの介護主任等、身体拘束廃止の取組
を施設内で指導的立場から推進するこ
とができる職員

2 身体拘束廃止看護職
員研修（３日間） 10月下旬～ 11月下旬

介護保険施設及び介護付有料老人ホー
ムの看護職員で、身体拘束廃止の取組
を施設内で指導的立場から推進するこ
とができる職員

（２）相談支援従事者初任者研修
研修名 開催時期 目的と内容 対象者

3 相談支援従事者初任
者研修（５日間） 9月上旬～ 11月下旬 相談支援専門員としての必要な

基礎的知識を学ぶ。

相談支援専門員及びサービス管理責任
者となる者、相談支援事業に従事しよ
うとする者、市町村及び県保健福祉環
境事務所職員等

（３）介護支援専門員研修
研修名 開催時期 目的と内容 対象者

4 介護支援専門員実務
研修（７日間） 1月下旬～ 3月中旬

介護支援専門員として実務に就
くため必要な知識や技術を学
ぶ。

介護支援専門員実務研修受講試験合格
者

5

介護支援専門員専門・
更新研修
（専門Ⅰ・更新前期５
日間）

7月上旬～ 8月上旬
介護支援専門員として、必要な
知識及び技術の向上を図り、専
門職としての能力の保持、向上
を学ぶ。（更新制：５年間）

介護支援専門員証の有効期限が平成24
年 3月 31日及び平成 25年 3月 31日
までの介護支援専門員として従事した
ことがある方、又は従事している方

6

介護支援専門員専門・
更新研修
（専門Ⅱ・更新後期４
日間）

10月下旬～ 12月下旬

7

介護支援専門員更新
研修
（実務未経験者向け更
新・再研修７日間）

8月下旬～ 10月中旬 介護支援専門として、必要な専
門的知識及び技術を学ぶ。

介護支援専門員として従事したことが
ない方、介護支援専門員証の有効期限
が切れた方

　※本研修の申込みは、福岡県介護保険課になります。

（４）認知症介護研修
研修名 開催時期 目的と内容 対象者

8 認知症介護実践者研
修（６日間）

前期
　１回目
　　5月 26日
　　　～ 6月 27日
　２回目
　　7月 21日
　　　～ 8月 18日
後期
　1月中旬～ 2月上旬

認知症高齢者の処遇、介護に関
する知識の習得及び技術の向上
を図り、もって認知症高齢者に
対する介護サービスの充実のた
めに必要な知識や技術を学ぶ。

介護保険施設、事業所等に従事する介
護職員、計画作成担当者に就任予定の
者

9
認知症対応型サービ
ス事業管理者研修（２
日間）

前期：7月 6日・13日
後期：2月中旬

認知症介護実践者研修を修了した者で、
グループホーム、小規模多機能型居宅介
護事業所、認知症対応型通所介護事業所
の管理者に就任予定の者

10
小規模多機能型サー
ビス等計画作成担当
者研修（２日間）

前期：7月 7日・8日
後期：2月下旬

認知症介護実践者研修を修了した者で、
小規模多機能型居宅介護事業所の計画
作成担当者に就任予定の者

11
認知症対応型サービ
ス事業開設者研修（２
日間）

前期：7月12日・15日
後期：2月下旬

認知症介護に係る基本的な知識
及び認知症対応型サービス事業
の運営に必要な知識を学ぶ。

グループホーム又は小規模多機能型居
宅介護事業所の法人代表者

あなたの「学びたい」を応援！
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お 知 ら せ
掲 示 板
＊ 6月から 7月の行事予定について紹介します。

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
紹
介
（
民
謡
）

〜
宮
田
教
室
・
中
教
室
〜

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ
先

（
サ
ー
ク
ル
取
材
も
承
り
ま
す
）

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
１
４
０
１

　

今
回
は
、
明
る
く
元
気
な
民
謡
教
室
を

紹
介
し
ま
す
。
お
伺
い
し
た
の
は
、
筑
紫

野
市
の
宮
田
教
室
と
大
野
城
市
の
中
教
室

で
す
。
代
表
の
石
川
朝

ち
ょ
う

雪せ
つ

さ
ん（
71
歳
）は
、

20
代
の
頃
に
民
謡
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

三
味
線
奏
者
で
も
あ
る
奥
さ
ん
の
典
子
さ

ん
と
二
人
三
脚
で
、
今
で
は
10
の
教
室
で

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
今
日
は
、
顔
色
が
よ
く
な
い
ね
。
大
丈

夫
ね
？
」
と
生
徒
さ
ん
を
気
遣
う
石
川
さ

ん
の
声
に
「
い
い
え
、
恋
を
し
て
や
つ
れ

た
の
よ
。」
と
い
う
返
し
。
両
教
室
の
雰
囲

気
は
と
て
も
明
る
く
、
和
や
か
で
い
つ
も

冗
談
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

　

中
教
室
で
は
、「
仲
良
く
、
明
る
く
、
楽

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
言
葉
通
り
、
取
材
し
て
い
て
も
、
自
然

と
唄
い
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
を

持
参
し
、
石
川
さ
ん
の
歌
声
を
録
音
し
ま

す
。
家
で
の
練
習
に
役
立
た
せ
る
そ
う
で

す
。
石
川
さ
ん
の
尺
八
が
流
れ
出
す
と
、

今
ま
で
冗
談
を
言
っ
て
い
た
み
な
さ
ん
の

背
筋
が
し
ゃ
ん
と
伸
び
て
、
大
き
な
声
で

唄
い
ま
す
。
９
人
中
４
人
が
初
心
者
の
方

と
は
、
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
苫
唯た

だ
しさ
ん
（
宮
田
教
室
・
74
歳
）
は
、

会
社
の
定
年
を
き
っ
か
け
に
民
謡
と
三
味

線
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
数
々
の
お
も
し

ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
も
、
川
原
で
大

声
で
民
謡
の
練
習
を
し
て
い
る
と
、
不
審

者
と
間
違
わ
れ
て
、
パ
ト
カ
ー
が
来
た
こ

と
に
は
び
っ
く
り
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

荒
田
喜
代
子
さ
ん
（
宮
田
教
室
・
91
歳
）

は
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
方
で
、
冗
談

を
交
え
な
が
ら
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
疎
開
中
、
周
り
の
人
が
い
つ
も
唄
を

歌
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
も
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
唄
と
踊
り
に
親
し
ん
で
き
た

そ
う
で
す
。「
民
謡
を
唄
う
と
い
う
こ
と

は
、
生
き
て
き
た
道
中
を
思
い
返
す
こ
と

で
す
。」
と
、
印
象
深
い
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

元
気
に
な
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
民
謡
を

唄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〝
今
日
も
一
日
、
つ
と
め
を
終
え
て

　

民う

た謡
の
集つ

ど

い
に
気
が
い
さ
む

　

み
ん
な
仲
よ
し　

明
る
く　

楽
し

　

明
日
の
望
み
に　

明
日
の
望
み
に

　

チ
ョ
イ
ト
灯
が
と
も
る
〞

石
川
さ
ん
作
詞
『
仲
よ
し
音
頭
』

仲
よ
し
音
頭
で
元
気
よ
く

仲
よ
し
音
頭
で
元
気
よ
く

中教室のみなさんです。

いつも仲の良い石川御夫婦

�
�
�
�
伸
�
�
背
筋

�
�
�
�
伸
�
�
背
筋

練習風景

人生経験豊富な荒田さん

唄
�
継
�
�
�
�
�

唄
�
継
�
�
�
�
�

練
習
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

練
習
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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福
岡
県
総
合
防
災
訓
練

目　
　

的　

　

災
害
対
策
基
本
法
、
福
岡
県
地
域
防
災

計
画
及
び
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
、

遠
賀
町
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
内
に
災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
も

と
、
福
岡
県
、
関
係
市
及
び
防
災
関
係
機

関
並
び
に
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
実

効
性
の
あ
る
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
災
害
時
に
お
け
る
連
絡
協
調
体
制
の

確
立
及
び
防
災
技
術
の
向
上
や
、
県
民
に

対
す
る
防
災
思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的
と

し
ま
す
。

日　
　

時

　

平
成
23
年
６
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時
20
分

訓
練
会
場

　

芦
屋
港
（
芦
屋
町
西
浜
町
）
ほ
か

主　
　

催

　

 

福
岡
県
、
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
、

遠
賀
町

問
合
せ
先

　

福
岡
県
消
防
防
災
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
（
６
４
３
）
３
１
１
３

社
会
福
祉
施
設
役
職
員
研
修

専
門
研
修　

家
庭
児
童
相
談
員
研
修

目　
　

的

　

家
庭
児
童
相
談
員
及
び
児
童
福
祉
施
設

職
員
に
対
し
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
専
門

的
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

対　
　

象

　

家
庭
相
談
員
、
児
童
相
談
所
職
員
及
び

児
童
福
祉
施
設
職
員

開
催
日　

６
月
23
日
（
木
）

会　
　

場　

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

春
日
市
原
町
３
‐
１
‐
７

定　
　

員　

１
０
０
名

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

内　
　

容

　
「
虐
待
問
題
を
抱
え
る
親
子
へ
の

　

 
関
わ
り
」

　

※
虐
待
問
題
を
抱
え
る
家
族
へ
の
適
切

な
支
援
方
法
を
講
義
・
演
習
を
通
し
て
学

び
ま
す
。

募
集
し
ま
す

講　
　

師　

　

 

国
立
大
学
法
人　

九
州
大
学
大
学
院

　

人
間
環
境
学
研
究
院

　

教
授　

松
崎　

佳
子
氏

申
込
・
問
合
せ
先

　

福
岡
県
社
協　

研
修
部
研
修
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
（
５
８
４
）
３
４
０
１

被
災
者
緊
急
就
職
相
談
窓
口

　

福
岡
県
労
働
政
策
課
に
「
被
災
者
緊
急

就
職
相
談
窓
口
」
を
新
た
に
設
置
し
、
雇

用
保
険
制
度
の
紹
介
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

の
誘
導
、
年
代
別
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
向
け
の
就
職
支
援
窓
口
紹
介
、
緊

急
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
紹
介
等
を
行
い

ま
す
。

相
談
窓
口

　
　

福
岡
県
福
祉
労
働
部

　
　

労
働
局
労
働
政
策
課

　
　

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

県
庁
２
階
北
棟

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
（
６
４
３
）
３
５
９
２

※ 

開
設
時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
45
分

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
も
受
付
け
ま
す
）

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
へ

〜
福
岡
県
に
お
け
る
就
職
支
援
の
ご
案
内
〜
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